
掲 載 コ ラ ム

精華町健康福祉環境部社会福祉課（２０２４年３月）

2016年６月から精華町広報誌に掲載している「手話でコミュニケーション」では、すべての聴覚障害のあ

る方が手話を使うわけではありませんが、意思疎通の方法の一つとして手話を紹介しています。２０２２年４月

から２０２４年３月には、手話と一緒に聴覚障害がある方の体験や日頃感じていることなど、聴覚障害につい

て多くの方に知ってもらいたいことを、関係団体の皆さんがさまざまなテーマで発信しました。

今回、２４回発信したコラムをまとめました。

聴覚障害について、理解へのきっかけになることを願っています。

京都府精華町広報誌「華創」

２０２２年４月 ２０２４年３月

手話でコミュニケーション第７１回 ～ 手話でコミュニケーション第９４回



- 1 -

２０２２年４月（手話でコミュニケーション第７１回）

２０２２年 5月（手話でコミュニケーション第７2回）

２０２２年 6月（手話でコミュニケーション第 73回）

２０２２年 7月（手話でコミュニケーション第７4回）
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２０２２年 8月（手話でコミュニケーション第７5回）

２０２２年 9月（手話でコミュニケーション第７6回）

２０２２年 10月（手話でコミュニケーション第７7回）

２０２２年 11月（手話でコミュニケーション第７8回）
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２０２２年 12月（手話でコミュニケーション第７9回）

２０２3年 1月（手話でコミュニケーション第 80回）

２０２3年 2月（手話でコミュニケーション第 81回）

２０２3年 3月（手話でコミュニケーション第 82回）
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２０２3 年 4月（手話でコミュニケーション第 83回）２０２3年 4月（手話でコミュニケーション第 83回）

２０２3年 5月（手話でコミュニケーション第 84回）

２０２3 年 6月（手話でコミュニケーション第 85回）

２０２3 年 7月（手話でコミュニケーション第 86回）
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２０２3年 8月（手話でコミュニケーション第 87回）

２０２3 年 9月（手話でコミュニケーション第 88回）

２０２3年 10月（手話でコミュニケーション第 89回）

２０２3年 11月（手話でコミュニケーション第 90回）
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２０２3 年 12月（手話でコミュニケーション第 91回）

２０２4 年 1月（手話でコミュニケーション第 92回）

２０２4年 2月（手話でコミュニケーション第 93回）

２０２4年 3月（手話でコミュニケーション第 94回）


